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先延ばしとは、目の前にやるべきことがあるにも関わらず、そのことに取り組まないと

いった身近な現象であり、学習場面で起きることが多い。大学生のほとんどが経験したこ

とのある (Ellis & Knaus,1977)先延ばしは、大学で日本語を学習する人の多い中国の日本

語学習者の間でも普遍的に存在する可能性が高い。従来、先延ばしは否定的に捉えられ、

課題への支障などネガティブな影響が強調されている (小浜,2010 など)。しかし、稿者の

知り合いの中で、全くその悪影響を受けないように、むしろ逆に先延ばしを利用している

ように課題を次々と達成していく、先延ばしを常に行う日本語学習者がいる。この現象は

「能動的先延ばし」(Chu&Choi,2005)と呼ばれ、意図的に先延ばしを行うことで、気晴ら

しの機能が働き学習行動を促す効果を持つ適応的な側面である。このような先延ばしはそ

れに関する研究 (吉田,2016a など)はまだ主流になっていないため、能動的先延ばしを積極

的に考察する研究が必要である。さらに、先延ばしは個人特性と深く関連している (増

田,2010)ことによって、「個人」に注目する質的研究が必要である。従って、「能動的先延

ばし」使用者の経験から考察するのが妥当だと思われる。 

先延ばしは、学習者の持つ動機づけと関連している (藤田,2005 など)。実際、学習者の

自律性によって、動機づけは「内発的動機づけ」と「外発的動機づけ」に大きく別れる。

「内発的動機づけ」と先延ばしは負の相関を持つ (藤田・仲澤,2005)ことに対して、小浜・

松井 (2007)は先延ばし過程には「外的理由による先延ばし」という。動機づけの自己決定

性の視点から先延ばし行為を観察するのは新しい試みとして、本稿は動機づけを段階的に

分類した「有機的統合理論」の枠組みを使用する。 

本研究では、日本語学習における「能動的先延ばし」使用者 N の経験をもとに、その学

習プロセスにおける動機づけの段階と先延ばしの意図性の有無に注目し、学習者の行動選

択に至る意識を質的方法で分析し考察する。「能動的先延ばし」使用者 N の動機づけにお

ける個性を解明することによって、これから「能動的先延ばし」に関する研究が「個別性」

への注目を喚起すること、または先延ばしをネガティブにしか考えていない人が先延ばし

を見直すことが期待される。 

時間軸に沿って調査対象の経験を観察するには、本研究は先延ばし行為の発生と完了を

区切りとして、「先延ばし開始時点」と「先延ばし終了時点」の概念を提示した。また、「有

機的統合理論」の段階概念を参考にし、先延ばしと正の相関を持つ「外発的動機づけ」を

再分類し、「自律的外発的動機づけ」（「同一化的調整」、「統合的調整」）と「他律的外発的

動機づけ」（「外的調整」、「取り入れ的調整」）の概念を提示した。 

本研究の調査はライフストーリーの手法を使用し、「能動的先延ばし」を実際の行動と

意識の両面から捉え測定する「能動的先延ばし尺度」 (吉田, 2017) の項目に沿った内容を

一部使用し「能動的先延ばし」使用者 N にインタビューをした。インタビューの内容をデ

ータとして、「動機づけの段階」と「先延ばしの意図性」の両方の視点から N の日本語学

習プロセスを分析した。学年ごとの学習プロセスを対照することによって、以下の結論を

得た： 

・能動的先延ばし使用者Ｎにおける動機づけは、「先延ばしを行うかどうかと関係なく、他

律的外発的動機づけによって行動する場合、動機づけが高い」、「先延ばし終了時点での動

機づけは常に高い」、「動機づけの切り替えが得意」、「目標が達成され次第学習放棄に移る」

という四つの特徴を有する。 
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・能動的先延ばし使用者Ｎにとって、能動的先延ばしは、「気分の切り替え」、「動機づけの

増強」と「集中力の向上」の三方面のメリットを持っている。 

 これらの結論から、他律的な動機づけを意図的に活用する学習プロセスが見えてきた。

従来否定的に捉えられた先延ばしは、能動的先延ばし使用者 N の手によって効果的な学習

スタイルになった。今後の先延ばしに関する研究はもっと「個別性」に注目する必要があ

ると考えるに至った。また、学習場面が異なることによって生じる先延ばしの適用の仕方

の違いは今後の課題となる。さらに、本研究の対象者 N は豊かな家庭環境で育てられ、一

般の人が持っていない経験をした学習者であることから、「能動的先延ばし」使用者は特定

の条件で育成できるかという疑問が生じた。今後もしこのことに関する研究が進めると、

「受動的先延ばし」をする者を「能動的先延ばし」使用者に変えるなど、「能動的先延ばし」

のメリットがもっと多くの学習者に共有できる可能性がある。 
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